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洗わないでも食べれる野菜！

　　平山知事も絶賛
　初雪を観測した11月27日、旧奴奈川中学校の

跡地に完成したハイテクファーム植物工場の竣

工式があり、平山知事も無菌服に着替えて工場

視察。試食の結果「これはうまい！」中山間地

農業の新しい方向に希望の光を感じませんか？

主
な
内
容

植物工場本格稼動………………②0

決定！シンボルマーク…………④0

シリーズ生涯学習…………………⑨

みんなのトピックス……………⑳0

東京発、文芸…・……………・・…⑫⑬

お知らせ・………………・・………⑭⑲



松
代

　
　
八
イ
テ
ク
フ
ァ
ー
ム

　
　
　
　
植
物
工
場
が
稼
動
〃

　
日
照
時
間
や
天
候
に
左
右
さ
れ
ず

に
、
一
年
中
い
つ
で
も
同
じ
品
質
の

野
菜
が
計
画
生
産
で
き
る
完
全
制
御

型
の
植
物
工
場
、
㈲
松
代
ハ
イ
テ
ク

フ
ァ
ー
ム
植
物
工
場
（
関
谷
昭
一
郎

代
表
）
が
、
室
野
の
旧
奴
奈
川
中
学

校
跡
地
に
完
成
、
十
一
月
二
十
九
日

か
ら
本
格
出
荷
を
始
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
先
立
つ
十
一
月
二

十
七
日
、
平
山
県
知
事
や
堀
江
昭
雄

県
農
林
水
産
部
長
な
ど
も
出
席
し
て

竣
工
式
を
行
い
、
夢
の
野
菜
工
場
の

本
格
稼
働
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　
こ
の
植
物
工
場
は
、
福
井
県
武
生

市
に
次
い
で
、
全
国
で
二
番
目
に
農

林
水
産
省
の
補
助
の
適
用
を
受
け
、

一
億
二
千
三
百
万
円
余
り
で
建
設
さ

れ
ま
し
た
．

轡，雌欝鱗　　　　　　　　一
▲室温20度、殺菌済みの衣服で、トライアングルバネルの

　間を視察する平山県知事

〈
外
気
温
は
3
度

　
　
　
　
う
っ
す
ら
と
雪
化
粧

　
こ
の
補
助
制
度
は
「
先
進
的
農
業

生
産
総
合
推
進
対
策
事
業
」
、
建
物
だ

け
で
な
く
、
栽
培
装
置
や
備
品
な
ど

も
補
助
対
象
と
な
る
画
期
的
な
制
度

で
す
。
補
助
率
五
割
で
六
千
百
六
十

七
万
二
千
円
、
更
に
県
と
町
が
そ
れ

ぞ
れ
一
割
で
千
二
百
三
十
三
万
四
千

円
、
補
助
残
三
割
の
八
十
智
、
二
千

九
百
六
十
万
円
は
近
代
化
資
金
の
融

資
を
受
け
、
残
り
七
百
四
十
万
円
余

り
は
自
己
資
金
で
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
建
物
は
鉄
骨
平
屋
建
て
、
三
百
六

十
九
平
方
層
、
そ
の
中
に
収
穫
作
業

場
や
管
理
室
及
び
洗
浄
場
な
ど
が
効

率
よ
く
配
置
さ
れ
て
い
る
他
、
キ
ュ

ー
ピ
ー
㈱
が
開
発
し
た
完
全
制
御
型

プ
ラ
ン
ト
T
S
フ
ァ
ー
ム
が
面
積
の

半
分
以
上
の
百
九
十
六
平
方
層
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
T
S
フ
ァ
ー
ム
は
、
完
全
制
御
型

　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
つ
づ
く
）

③育苗1②催芽

㊥
1 1

／ノ1￥＼
（へへへ（

ゆ
㊥

①播種

④育苗2

／
一
＼
＼

　
　
　
　
オ

掩．
⑤生育⑥包装・出荷

／
一
＼
＼

＼
一
／
／
　
侭

㊥
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サラダ菜の生産工程と作業項目
灘．纏．霧 藩 灘類欝1 懸講『櫟雛『 辮灘嚢雛　懸纏溝・ 韓雛綴響麟’獺一蕪

嬢『羅 催芽棚 1　日 暗下・湛水
ウレタン1ブロックに1粒づつ播種を行う。 ウレタン300ブロック

育苗トレー（S1－7）、バンジュウ（D型）

専用種子（L－0723）

、鰻鶴 育苗棚 7　日
蛍光灯40w

湛水

24h後バンジュウごと蛍光灯下へ移動し7目

間（本葉3枚程度）成長させる。

麟籔・
育苗
ライン

12目
ナトリウムランブ

　　　　940w
　　TS方式

ウレタンを1ブロックごと切り離し育苗ボー

ドに移植し、育苗ラインに置き12日間（本葉

6枚程度）成長させる。

育苗ボード　360穴
（株間72㎜×57m皿）

雛撞
生育
ライン

12日

ナトリウムランブ

　　　　940w
　　TS方式

育苗ボードから取り出し生育ボードに移植し

生育ラインで12日間（本葉18枚程度）成長さ

せる。

生育ボード90穴
（株間　144mmX114mm）

1灘灘
1鐵i灘

作業場 計32日
株元より切り離し、袋詰めを行う。

※包装出荷形態によって作業内容は異なる。

収穫用鋏、収穫カゴ他

包装用資材（袋、シール他）

蔵嚢紺

賑藩
冷蔵庫 冷蔵温度5～10℃

出荷規格及び数量ごとに箱詰めを行う。 出荷用カートン

出荷伝票他

（
前
頁
よ
り
つ
づ
く
）

の
植
物
工
場
で
、
噴
霧
耕
に
よ
る
立

体
水
耕
栽
培
装
置
（
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
パ
ネ
ル
）
を
採
用
し
、
無
農
薬
、

低
細
菌
の
野
菜
の
連
続
生
産
が
可
能

な
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ま
た
、
密
閉
構

造
で
あ
る
こ
と
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
も
少
な
く
、
他
の
水
耕
栽
培
の
よ

う
に
養
液
へ
の
強
制
酸
素
供
給
が
必

要
な
い
た
め
、
内
部
構
造
が
単
純
で

制
御
機
器
が
簡
単
な
こ
と
も
特
徴
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
種
ま
き
か
ら
約
一
か
月
で
収
穫
と

い
う
生
産
工
程
で
、
主
に
サ
ラ
ダ
菜

と
リ
ー
フ
レ
タ
ス
の
通
年
栽
培
に
取

り
組
み
、
一
年
で
二
十
五
万
一
千
株

約
二
十
ト
ン
を
㈱
サ
ン
ド
サ
ン
ド
や
森

永
乳
業
京
北
販
売
㈱
な
ど
の
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
メ
ー
カ
ー
に
契
約
出
荷
し
て

い
ま
す
。

関璽鱒墜聾　欝、　

▲収穫作業風景です。

　無洗浄野菜のため、殺菌済みの

　着衣、長ぐつ、手袋での作業。

　密閉構造で、一般見学者は中に

　入れないため、北側のガラスは

　わざわざ素通しにしました。

　
こ
の
施
設
に
対
し
て
は
県
内
外
の

農
業
関
係
者
の
関
心
も
高
く
、
十
月

十
三
日
に
行
わ
れ
た
最
初
の
説
明
会

に
は
町
外
か
ら
四
十
名
も
の
参
加
が

あ
っ
た
他
、
高
田
農
業
高
校
の
生
徒

四
十
五
名
が
十
一
月
二
十
四
日
に
施

設
見
学
、
そ
の
他
、
巻
町
や
大
和
町

な
ど
か
ら
の
視
察
も
あ
り
ま
し
た
。

▲収穫の説明を受ける県知事、県議。

　パネルの裏の根に養液がかかります。

▼右は㈲ハイテクファームの

　　　　関谷昭一郎代表

　
日
進
月
歩
の
こ
の
分
野
、
更
に
さ

ま
ざ
ま
な
野
菜
の
生
産
を
目
指
し
、

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
中
山
間
地

と
い
う
農
業
に
と
っ
て
厳
し
い
条
件

の
克
服
に
熱
い
期
待
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

＼

〉
写
真
左
は
㈱
サ
ン
ド
サ
ン
ド
の

　
牧
田
嘉
正
会
長
。
東
京
松
代
会
の

　
奴
奈
川
地
区
副
会
長
で
す
。
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まつだい町の

作贔の、惹図

　町の花「雪椿の花」と町名

の「M」をモチーフにし、活

力にあふれ飛躍する「自然と

人のふれあいの町」を目指す

姿を表現しています。

　
町
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
決
ま
り
ま
し
た
。
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
三
百
六
十
一
点
の
作
品
の
中
か
ら
、
第
一
次
審
査
で
十
五
点

に
絞
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
民
の
皆
様
か
ら
人
気
投
票
を
し
て

い
た
だ
き
、
こ
の
結
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
第
二
次
審
査
に
お
い

て
採
用
賞
一
点
と
、
佳
作
三
点
を
選
考
し
ま
し
た
。

　
採
用
し
た
作
品
は
、
町
の
花
「
雪
椿
」
と
「
ま
つ
だ
い
町
」
の

頭
文
字
「
M
」
を
か
た
ど
り
、
は
つ
ら
つ
と
飛
躍
・
発
展
す
る
町

の
姿
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
応
募
者
全
員
と
人
気
投
票
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
の

中
か
ら
抽
選
で
七
名
の
方
に
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
制
定
記
念
の
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
作
成
し
お
贈
り
す
る
予
定
で
す
。
ご
協
力
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

4

ぐ誉

作者

　柏木勇三さん
プロフィール　岩手県生まれで

　　　　　　同県盛岡市在住

　　　独学でデザインを学び、

　　デザイン事務所、印刷デザ

　　イン室を経て現在はフリー

　　で活躍されています。45歳

豊
か
な

　
自
然
を

　
　
　
　
生
か
し
て

　
い
つ
も
、
い
ま
ひ
と
つ
力
が
及
ば

ず
次
点
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
受

賞
の
知
ら
せ
を
聞
き
「
松
代
町
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
に
採
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

　
私
の
作
品
が
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と

し
て
生
か
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
こ
の
地

で
立
派
に
成
長
し
て
く
れ
る
よ
う
ご

支
援
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
松
代
町
の
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
、

来
る
二
十
一
世
紀
に
向
け
、
町
の
み

な
さ
ま
方
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。



町
章
は
従
来
ど
お
り

　
　
　
　
　
　
使
用
し
て
い
き
ま
す

　
現
在
の
町
章
は
、
町
制
施
行
前
の

大
正
八
年
二
月
二
十
四
日
、
第
3
6
回

松
代
村
会
協
議
会
で
、
「
村
章
ハ
、
旭

二
松
ト
決
定
ス
」
と
決
め
ら
れ
、
そ

の
後
、
山
平
村
や
奴
奈
川
村
と
の
合

併
や
町
制
施
行
後
も
町
章
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
決
定
し
ま
し
た
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
と
、
町
章
の
使
い
方
の
違
い
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
町
章
は

　
　
　
　
◆
　
　
　
　
　
◆
　
　
　
　
　
◆

町
が
主
催
す
る
儀
式
や
公
共
的
行
事

な
ど
に
お
い
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
制
定
し
て
も
、

町
章
は
従
来
通
り
の
使
い
方
を
し
て

い
き
ま
す
。

　
今
後
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
使

用
目
的
に
応
じ
た
デ
ザ
イ
ン
を
ま
と

め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
手
引
書
）
を
作

成
す
る
予
定
で
す
。
統
一
性
を
考
え

〈
1
0
月
9
日

　
　
た
っ
し
ょ
だ
会

　
、
，
簸
灘

．
雛

　
懸

讃
た

　
会
り

…
鍵綴

◆

◆

〈
総
合
体
育
館

　
　
開
館
十
周
年
記
念
式

な
が
ら
、
封
筒
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

文
書
、
看
板
、
名
刺
な
ど
の
広
い
範

囲
で
使
い
、
松
代
町
の
す
ば
ら
し
さ

と
特
性
を
伝
え
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
た
め
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
町
で
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
も
ぜ

ひ
、
こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
ご
利

用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
使
用
の
希
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
産
業
企
画
課
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

◆

◆

◆

た

巳5’巴II巴｝gl・“lh。IO8915h，、6・”巳h，。15”II』，il一”1』，。5・巴。閣1．一gl一”10巴。II一’一ll。，．，・”lg5一・謄』一5115，・一川h．一311’巳II』臼61｛1．，・595’巳豊．，lgO”51．｝・』，”11．．・1一’巴閣1一。51川11”一90”馳』、，。1・”』亀．．。1川11．、・1一”電1一一1－II、・II．”1』、・一〇〇’1－1．・IOO8一1』．・II■”巳』

ムダ
吻
旺

カ
ヲ

的
国

さ
三

しゃくなげ湖
町）日（六

　
『
ほ
く
ほ
く
線
の
旅
』
5
回
目

は
、
平
成
9
年
の
開
業
に
向
け
駅

舎
の
橋
上
化
と
駅
前
の
商
業
開
発

整
備
を
進
め
る
ほ
く
ほ
く
線
の
起

点
六
日
町
を
紹
介
し
ま
す
。

　
わ
が
町
の
誇
れ
る
も
の
は
、
魚

沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
白
銀
の
雪
・
「
白

の
世
界
」
を
描
き
続
け
た
故
富
岡

惣
一
郎
画
伯
の
ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ

ト
美
術
館
・
清
流
魚
野
川
な
ど
の

豊
か
な
水
・
そ
し
て
温
泉
と
地
酒

八
海
山
。
こ
れ
ら
白
く
輝
く
も
の

た
ち
を
中
心
に
、
躍
動
す
る
白
の

文
化
の
町
『
ホ
ワ
イ
ト
ピ
ア
六
日

町
構
想
』
を
い
ま
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
皆
さ
ん
を
ご
案
内
す
る
の

は
、
平
成
5
年
に
完
成
し
た
三
国

川
ダ
ム
（
愛
称
し
ゃ
く
な
げ
湖
）
。

こ
の
湖
は
、
魚
野
川
に
そ
そ
ぐ
三

国
川
の
上
流
を
自
然
岩
石
を
使
っ
　
｛

た
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
型
の
ダ
ム
と
し
｝

て
せ
き
止
め
て
で
き
た
も
の
。
越
噛

後
三
山
の
霊
峰
八
海
山
と
中
之
岳
｝

に
抱
か
れ
、
五
十
沢
漢
谷
を
バ
ッ
　
蜘

ク
に
大
自
然
の
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
｝

人
造
湖
で
す
。
湖
畔
周
辺
で
は
、
　
帆

リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
と
し
て
の
開
発
｝

整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
野
外
臨

コ
ン
サ
ー
ト
場
や
釣
り
堀
、
ボ
ー
｝

ト
乗
り
場
、
2
1
区
画
の
オ
ー
ト
キ
ヘ

ヤ
ン
プ
場
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。
　
｝

来
年
に
は
1
万
7
千
㎡
に
芝
生
を
｛

張
り
巡
ら
し
た
多
目
的
運
動
公
園
｝

も
完
成
す
る
予
定
。
ま
た
し
ゃ
く
へ

な
げ
観
光
セ
ン
タ
ー
で
出
さ
れ
る
｝

精
進
料
理
や
手
打
ち
そ
ば
、
清
流
（

ま
す
寿
し
も
好
評
で
す
。
四
季
折
｝

々
の
眺
め
が
楽
し
め
る
し
ゃ
く
な
蝋

げ
湖
を
一
度
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。
｝

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
蝋
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砂
保
健
医
療
福
祉
計
画
③

　
す
べ
て
の
児
童
が
心
身
と
も
に
健

や
か
に
生
ま
れ
、
か
つ
育
成
さ
れ
る

こ
と
は
児
童
福
祉
の
理
念
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
出
生
率
の
低
下
、
年
少
人

口
の
減
少
、
女
性
の
社
会
進
出
、
核

家
族
化
の
進
行
な
ど
児
童
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
児
童
福

祉
施
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
育
の
充
実

　
◎
障
害
児
保
育

　
障
害
児
に
つ
い
て
は
早
期
に
療
育

を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
個

々
の
障
害
児
の
状
態
を
十
分
把
握
し

専
門
機
関
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
保
母
の
対
応
能
力
の
向
上
に
努

め
な
が
ら
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
◎
延
長
保
育

　
女
性
の
就
労
の
機
会
の
増
大
と
、

就
労
形
態
の
多
様
化
が
進
行
す
る
中

で
、
保
護
者
の
二
ー
ズ
に
応
じ
た
対

応
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
保
母
の
定
数
の
確
保
と

勤
務
体
制
の
見
直
し
を
進
め
な
が
ら

延
長
保
育
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
◎
保
育
所
の
統
合
の
推
進

　
三
カ
所
の
認
可
保
育
所
の
う
ち
、

ニ
カ
所
の
保
育
所
の
園
児
数
は
十
人

と
な
っ
て
お
り
、
小
規
模
保
育
所
と

し
て
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
集
団
保

育
と
し
て
の
機
能
の
在
り
方
、
或
は

老
朽
化
し
た
施
設
の
管
理
運
営
に
つ

い
て
の
財
政
的
問
題
等
々
か
ら
、
今

後
は
、
よ
り
よ
い
保
育
の
環
境
作
り

を
図
る
た
め
統
合
を
推
進
し
て
行
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

1

。
ヲ

低
所
得
者
の
支
援

　
年
金
制
度
の
充
実
と
共
に
、
世
帯

に
お
け
る
経
済
的
自
立
は
図
ら
れ
て

き
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
完
全
な

も
の
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ
と

が
基
本
で
あ
り
、
生
活
困
窮
者
の
把

握
と
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、

経
済
的
自
立
に
向
け
支
援
し
て
行
き

ま
す
。

　
母
子
・
父
子
世
帯
等
の
ひ
と
り
親

家
庭
は
、
精
神
的
、
社
会
的
、
経
済

的
に
不
安
定
な
状
況
に
置
か
れ
が
ち

な
こ
と
か
ら
、
生
活
の
安
定
と
自
立

の
た
め
に
諸
制
度
の
活
用
を
図
り
、

福
祉
の
増
進
を
図
っ
て
行
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
．

　
経
済
的
支
援
策
と
し
て
は
「
児
童

扶
養
手
当
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
所

得
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、
幼
児
等
を

抱
え
、
働
け
な
い
家
庭
に
お
い
て
は

家
計
を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
家
計
を
圧
迫
す
る
も
の
と

し
て
医
療
費
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
も
「
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
助
成
制
度
」
に
よ
る
支
援
体
制

が
あ
り
、
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担

分
が
僅
か
で
す
む
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
教
育
費
に
お
い
て

も
、
高
校
へ
進
学
し
た
場
合
で
児
童

扶
養
手
当
が
打
ち
切
り
に
な
っ
た
場

合
や
、
受
給
で
き
な
い
世
帯
に
対
し

て
、
町
で
は
独
自
に
月
額
1
万
円
の

助
成
を
行
い
対
象
家
庭
の
経
済
的
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

oOOOO

東
北
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
商
店
や
飲
食
店
な
ど
で

　
　
　
「
低
圧
電
力
」
を

ご
契
約
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
へ

　
低
圧
変
圧
器
の
使
用
で
は
契
約
に

　
違
反
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
低
圧
変
圧
器
を
電
力
調
整
器
と

　
呼
ん
で
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
低
圧
変
圧
器
の
セ
ー
ル
ス
や

　
　
リ
ー
ス
の
勧
誘
に
ご
注
意
を
！

の

「「

疇
、
気
隙
お
博
な
り
ほ
す
ド

O

　
　
　
　
　
　
ち
ょ
つ
と
い
い
話

OOOOOOOO0O

ON火防宅住

な
ど
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
「
低

圧
電
力
」
を
ご
契
約
の
お
客
様
に
、

二
百
ボ
ル
ト
か
ら
百
ボ
ル
ト
ヘ
電
圧

を
変
換
す
る
低
圧
変
圧
器
の
設
置
を

勧
誘
す
る
事
例
が
増
え
て
お
り
ま
す

が
、
低
圧
変
圧
器
の
ご
使
用
方
法
に

よ
っ
て
は
電
気
の
契
約
に
違
反
す
る

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ

も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
《
お
問
い
合
わ
せ
》

　
　
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所

　
　
　

　
　
艶
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0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

『
暮
ら
し
の
住
宅
防
火
診
断
』

◆
三
世
代
同
居
編

　
防
火
の
健
康
診
断
の
つ
も
り
で
、
住
宅
防
火
診
断
を
受
け
る
こ
と
に
し

た
B
さ
ん
宅
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
暮
ら
す
6
人

家
族
。
診
断
に
や
っ
て
き
た
近
所
の
消
防
署
の

消
防
官
に
、
家
の
中
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
っ

た
り
、
質
問
を
受
け
た
り
し
ま
し

た
。　

そ
の
結
果
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

て
出
さ
れ
た
診
断
が
B
さ
ん
の
も

と
に
。
そ
れ
に
は
、
ス
ト
ー
ブ
を

安
全
性
の
高
い
も
の
に
替
え
る
と

何
％
、
火
災
警
報
装
置
を
つ
け
る

と
何
％
と
、
今
ま
で
の
暮
ら
し
と

比
較
し
た
「
安
全
性
の
ち
が
い
」

が
デ
ー
タ
に
な
っ
て
書
か
れ
、
わ

が
家
の
欠
点
が
い
ろ
い
ろ
見
え
て

き
ま
し
た
。

　
B
さ
ん
宅
で
は
さ
っ
そ
く
住
宅
防
火
対
策
を
実

行
。
暮
ら
し
に
合
わ
せ
た
対
策
で
、
大
き
な
安
心

を
手
に
入
れ
た
よ
う
で
す
。
あ
な
た
の
お
宅
で
も

住
宅
防
火
診
断
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
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『
農
道
の
碑
』
建
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
漁
業
用
揮
発
油
税
財
源
身
替
農
道
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
道
鍋
立
地
区
　
完
工
・
記
念
碑
除
幕
式

　
前
日
の
冷
た
い
雨
も
あ
が
っ
て
、
　
　
　
り
、
農
免
農
道
の
起
点
付
近
（
峠
の

さ
わ
や
か
な
十
一
月
一
日
、
村
松
県
　
　
　
神
社
下
）
に
は
関
谷
町
長
書
に
よ
る

議
や
東
頸
城
農
地
事
務
所
長
を
は
じ
　
　
　
『
農
道
の
碑
』
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

め
、
峠
区
民
な
ど
約
七
十
人
が
参
加

し
て
十
年
に
渡
る
農
道
工
事
の
完
了

を
祝
い
ま
し
た
．

　
こ
の
農
道
は
、
峠
～
木
和
田
原
間

約
四
㎞
を
幅
五
材
で
昭
和
六
十
年
か

ら
県
営
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
だ
大

事
業
で
し
た
。
受
益
面
積
七
十
八
㎞

総
工
費
七
億
八
千
九
百
二
十
万
円
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
も
す
べ
て
終
わ

▲農道の碑

今
年
は
五
集
落
で

　
　
開
催
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
町
政
懇
談
会

　
　
　
明
る
く
農
か
な
町
づ
く
り
を
目
指

　
　
す
関
谷
町
長
は
、
十
月
十
四
日
の
孟

▲10月25日　滝沢公民館

地
集
落
を
皮
切
り
に
、
二
十
五
日
か

ら
二
十
八
日
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
滝
沢
、

池
之
畑
、
下
山
、
会
沢
の
各
集
落
を

巡
り
、
貴
重
な
ご
意
見
や
切
実
な
要

望
を
聞
い
て
回
り
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
十
数
か
所
、
再
来
年
度

は
残
り
の
全
集
落
の
町
民
と
懇
談
す

る
予
定
で
す
。
具
体
的
な
日
時
が
決

ま
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
そ
の
時
は
宜
し
く
と
の
こ
と
で
す
。

▼記念碑除幕式
　
用
地
買
収
や
工
事
に
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
地
権
者
を
は
じ
め
、
関
係
者

各
位
に
は
あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
．ソフトバレーボール大会

　
へ
＼＼

城
　
　
一

頸　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
三
日

東　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
体
育
館

東
頸
城
郡
ル
ー
ル
の
部

　
　
　
　
参
加
七
チ
ー
ム

優
勝
　
北
山
マ
マ
（
松
代
町
）

二
位
　
ム
ー
ミ
ン
マ
マ
（
浦
川
原
村
）

全
国
ル
ー
ル
の
部

　
　
　
　
参
加
＋
チ
ー
ム

優
勝
　
フ
レ
ン
ド
5
（
松
代
町
）

二
位
　
L
L
シ
ス
タ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
之
山
町
）

暮らしの
　ワンぷイント

　
年
末
に
行
う
大
掃
除

を
、
俗
に
「
す
す
払
い
」

と
い
い
ま
す
。
手
が
届

か
な
い
天
井
の
す
す
や

ふ
だ
ん
は
で
き
な
い
床

下
の
ご
み
を
き
れ
い
に

取
り
除
い
て
、
家
中
を

す
っ
か
り
き
れ
い
に
す

る
掃
除
の
こ
と
で
す
。

　
た
し
か
に
ク
モ
の
巣
が
は

っ
て
い
た
り
、
ほ
こ
り
で
薄

汚
れ
て
い
た
り
し
て
い
る
天

井
は
、
見
た
目
に
も
い
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
和
室

と
洋
室
で
は
、
天
井
の
素
材

や
作
り
も
違
い
、
掃
除
の
方

法
も
違
い
ま
す
が
、
日
常
の

掃
除
の
基
本
を
覚
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
ハ
タ
キ
で
パ
タ
パ
タ
と
天

井
の
ホ
コ
リ
な
ど
を
払
い
落

と
す
と
、
逆
に
ホ
コ
リ
を
部

屋
中
に
ま
き
散
ら
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
柄
の
長
い
ホ
ウ
キ
の
先
に
、
古

い
タ
オ
ル
か
ボ
ロ
布
を
巻
き
つ
け
、

さ
ら
に
そ
の
上
に
古
い
ナ
イ
ロ
ン
ス

ト
ッ
キ
ン
グ
を
か
ぶ
せ
て
、
ホ
コ
リ

や
ク
モ
の
巣
を
な
で
る
よ
う
に
し
て

取
り
ま
す
。
天
井
に
こ
び
り
つ
い
た

古
い
ク
モ
の
巣
は
、
固
く
絞
っ
た
布

で
水
ぶ
き
を
し
て
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
一
度
使
っ
た
ナ
イ
ロ
ン
ス
ト
ッ
キ

ン
グ
は
、
掃
除
の
た
び
に
取
り
替
え

ま
し
ょ
う
。
そ
う
し
な
い
と
取
れ
た

ホ
コ
リ
が
、
天
井
に
く
っ
つ
い
て
し

ま
い
ま
す
。
化
学
ハ
タ
キ
を
使
う
の

も
い
い
で
し
ょ
う
。
な
で
る
感
じ
で

ホ
コ
リ
を
取
り
ま
す
。
し
か
し
、
布

張
り
の
天
井
や
白
木
の
天
井
に
使
う

の
は
、
避
け
た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ

う
。
跡
が
残
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
　
　
　
簡
単
な
方
法
は
、
掃
除
機

を
使
っ
て
の
ホ
コ
リ
の
吸
い

取
り
で
す
。
延
長
管
に
、
丸

ロ
ブ
ラ
シ
を
つ
け
て
吸
い
取

り
ま
す
。
し
か
し
、
重
い
掃

除
機
を
片
手
に
し
て
の
天
井

掃
除
は
疲
れ
ま
す
。
掃
除
機

を
タ
ン
ス
の
上
か
踏
み
台
に

お
い
て
使
う
と
ラ
ク
で
す
。

　
年
に
一
度
の
「
す
す
払
い
」

だ
け
で
な
く
、
定
期
的
に
年

二
～
四
回
程
度
、
掃
除
を
し

て
お
け
ば
大
掃
除
だ
か
ら
と

い
っ
て
大
騒
ぎ
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
ね
．
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シ
リ
ー
ズ
心
の
健
康
も
三
回
目
、

今
回
は
上
越
保
健
所
が
担
当
で
す
。

　
み
な
さ
ん
は
保
健
所
に
精
神
保
健

相
談
員
と
い
う
職
種
が
あ
る
の
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
名
の
と
お

り
精
神
保
健
（
心
の
健
康
）
が
仕
事

の
中
身
で
す
。
以
前
は
、
主
に
精
神

障
害
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
に
対
し

て
の
相
談
訪
問
指
導
が
中
心
で
し
た

が
、
現
在
は
町
と
協
力
し
、
一
般
住

民
を
対
象
に
心
の
病
気
に
な
ら
な
い

た
め
の
知
識
の
普
及
啓
発
・
早
期
発

見
の
た
め
の
事
業
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
上
越
保
健
所
は
、
三
人
の

相
談
員
で
管
内
十
八
市
町
村
を
担
当

し
て
い
る
た
め
、
松
代
町
の
み
な
さ

ん
に
お
会
い
す
る
機
会
は
少
な
い
の

で
す
が
、
幸
い
町
で
は
平
成
二
年
度

か
ら
年
一
回
の
総
合
健
診
の
会
場
に

健
康
相
談
会
の
場
所
を
作
っ
て
い
た

だ
き
、
精
神
科
医
と
共
に
出
て
い
ま

す
の
で
、
今
回
は
相
談
状
況
に
つ
い

て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
健
診
会
場
の
体
育
館
で
『
健
康
相

談
会
　
不
眠
　
疲
れ
　
食
欲
が
な
い

等
で
困
っ
て
い
る
方
』
と
い
う
看
板

を
覚
え
て
い
ま
す
か
。
検
診
の
最
後

の
方
な
の
で
看
板
に
目
を
止
め
て
も

「
私
は
関
係
な
い
わ
」
と
い
う
表
情

で
通
り
過
ぎ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

し
か
し
、
平
成
二
年
度
か
ら
五
年
間

で
一
一
四
人
の
方
が
相
談
に
訪
れ
ま

し
た
。
今
年
は
五
日
間
で
十
八
人
。

健
診
の
受
診
者
数
に
比
べ
れ
ば
ご
く

少
な
い
人
数
で
す
が
、
保
健
所
で
年

十
八
回
開
催
し
て
い
る
「
心
の
健
康

相
談
会
」
の
相
談
者
が
年
間
三
十
六

人
で
す
の
で
割
合
と
す
れ
ば
大
変
多

い
数
で
す
。
相
談
に
立
ち
寄
ら
れ
る

方
は
、
保
健
婦
さ
ん
か
ら
勧
め
ら
れ

た
方
も
い
ま
す
が
「
よ
い
機
会
だ
か

ら
ち
ょ
っ
と
相
談
し
て
い
こ
う
」
と

い
う
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
相
談
の
内
容
は
、
お
年
寄
り
の
物

忘
れ
・
不
眠
（
睡
眠
薬
）
・
な
ん
と

な
く
調
子
が
悪
い
、
な
ど
の
不
定
愁

訴
な
ど
の
相
談
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
特
に
、
睡
眠
薬
や
精
神
安
定
剤
に

つ
い
て
は
相
談
が
多
く
「
夜
眠
れ
ず

主
治
医
か
ら
睡
眠
薬
を
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
飲
み
続
け
る
と
習
慣
に
な

っ
て
や
め
ら
れ
な
く
な
る
の
で
は
な

い
か
。
心
配
な
の
で
我
慢
し
て
飲
ま

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
」
と
い
っ
た

お
話
を
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
周
囲
の

人
も
睡
眠
薬
を
飲
ん
で
い
る
と
聞
く

と
、
た
と
え
主
治
医
か
ら
処
方
さ
れ

て
い
て
も
「
あ
ま
り
続
け
る
と
癖
に

な
る
よ
」
な
ど
誤
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
が
ち
で
す
。
　
一
口
で
睡
眠
薬
と

い
っ
て
も
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
睡
眠
薬
等
を
処
方
さ
れ
た
ら
、
い

た
ず
ら
に
心
配
し
飲
ま
ず
に
不
眠
で

苦
し
む
よ
り
、
ま
ず
、
薬
で
ぐ
っ
す

り
と
眠
り
、
心
身
と
も
に
休
養
を
と

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
風
邪
薬
な
ど

は
何
の
不
安
も
な
く
飲
む
の
に
、
精

神
科
の
薬
に
は
強
い
不
安
を
持
つ
よ

う
で
す
。
睡
眠
薬
・
精
神
安
定
剤
に

か
か
わ
ら
ず
、
薬
に
つ
い
て
は
納
得

の
い
く
ま
で
主
治
医
と
話
し
合
い
、

き
ち
ん
と
飲
む
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
ま
た
、
年
末
年
始
の
時
期
を
迎

え
一
年
で
一
番
お
酒
に
親
し
む
機
会

の
多
い
季
節
で
す
が
、
お
酒
（
ア
ル

コ
ー
ル
）
も
薬
の
ひ
と
つ
で
す
。
睡

眠
薬
・
精
神
安
定
剤
と
一
緒
に
飲
む

と
思
わ
ぬ
相
乗
効
果
（
効
き
過
ぎ
）

を
引
き
起
こ
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
睡
眠
薬
や
精
神
安
定
剤
は
も
ち
ろ

ん
、
お
薬
を
服
用
し
て
い
る
方
は
、

飲
酒
を
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
松
代
町
の
健
康
相
談
会
は
、
病
院

に
行
く
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
普
段
ち

よ
っ
と
気
が
か
り
な
こ
と
を
専
門
医

に
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
い
機
会
で

す
し
、
松
代
町
の
『
健
診
』
は
、
体

の
健
康
か
ら
心
の
健
康
ま
で
、
文
字

通
り
総
合
健
診
だ
と
思
い
ま
す
。

松
代
自
然
観
察
倶
楽
部

秋
の
植
物
観
察
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
　
公
　
民

館

　
十
月
十
五
日
㈹
、
町
内
の
小
学
校

三
年
生
以
上
の
児
童
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
「
秋
の
植
物
観
察
会
」
を

開
き
ま
し
た
。
講
師
は
お
な
じ
み
の

美
濃
和
英
先
生
。
採
っ
た
き
の
こ
は

さ
っ
そ
く
総
合
セ
ン
タ
i
前
で
き
の

こ
汁
に
し
、
秋
の
味
覚
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
　
　
参
加
者
の
感
想

松
代
小
三
年
　
関
谷
和
希
君

　
一
番
さ
い
し
ょ
に
、
き
の
こ
の
話

を
き
い
て
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。
山

に
行
っ
て
、
赤
い
き
の
こ
を
み
つ
け

た
の
で
聞
い
た
ら
「
食
べ
ら
れ
る
け

ど
ま
ず
い
よ
」
と
、
先
生
が
い
い
ま
し

た
。
帰
っ
て
か
ら
き
の
こ
汁
を
食
べ

ま
し
た
。
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

松
代
小
三
年
　
萬
羽
信
子
さ
ん

　
私
が
自
然
観
察
倶
楽
部
で
楽
し
か

っ
た
こ
と
は
、
き
の
こ
が
り
で
す
。

さ
い
し
ょ
、
わ
た
し
は
食
べ
れ
な
い

赤
い
き
の
こ
ば
か
り
取
っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
ち
が
う
場
所
に
う
つ
る

と
、
も
ぐ
ら
（
な
ら
た
け
）
や
し
め

じ
、
こ
が
ね
た
け
な
ど
が
た
く
さ
ん

取
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
う
合
セ

ン
タ
ー
で
、
き
の
こ
の
は
ち
う
え
や

8

▼取ったきのこの名前を調べる

き
の
こ
の
話
を
し
ま
し
た
。
き

の
こ
の
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た

し
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

松
代
小
三
年
　
小
堺
純
一
君

　
ぼ
く
は
き
の
こ
取
り
が
一
番

楽
し
か
っ
た
で
す
。
ぼ
く
の
と

っ
た
き
の
こ
の
く
き
か
ら
血
み

た
い
な
も
の
が
で
ま
し
た
。
先

生
が
「
め
ず
ら
し
い
き
の
こ
」

と
い
っ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
そ
の
ほ
か
の
き
の
こ
も

い
っ
ぱ
い
取
れ
ま
し
た
。
楽
し

か
っ
た
で
す
。

平成6年12月11日～12月31日年末の交通事故防止運動
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福祉社会にむけて

今年も間もなく1年が過ぎようとしています。人生80年の長寿の時代が到来

　　　　　　　　　iし、高齢化と少子化社会を迎えた今、福祉がとても大切になっています。

　　　　　　　　　　福祉というと昔から弱者のためのものと考えていましたが、今では国民すべ

，　　　　　　　　　　　　　　iての人が福祉とかかわる時代となりました。高齢者も若者も、健康な人も障害
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
l　A　P　E　C（エイペック）　i者も、すべて人間として普通の生活を送るため、ともに暮らし、ともに生きぬ
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

iとは・日本・米国1韓国を　iく社会こそノーマルである、という考え方が広まりつつあります。在宅介護な
iはじめとする太平洋地域の　i
i17か国の経済協力体制　iど泊分の家で住みながら福祉を保障されるという在宅福祉方策が・もはや主

i　AsiaPacific　Economic　　i流と考えられています。

i　Coope「ation　　の頭文字　i　国では、ゴールドプラン（高齢者保健福祉推進10か年戦略）を平成2年から

iをとったものです。　　　　i
i　11月インドネシァのジャ　i進めていますし・来年度からはエンゼルプラン（子育て支援のための総合計画）
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
iカルタで閣僚会議があり、　iがスタートします。
1村山総理大臣をはじめとす　li　　　　　　　　　　　　　i・松代町では、　「松代町保健医療福祉計画」を今年度策定しました。これは健
1る閣僚が出席して話題にな　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
iりました．　　　　　　　i康で明るく・安心して暮らせる町づくりを福祉の視点から押し進めていこっと
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

i　この会議は、世界経済のiするものです。老人介護から健康相談、医療の充実から児童福祉、環境衛生対
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

i発展のために・多角的な自　i策まで実にきめの細かい計画が立てられています。また、この計画を実現する

1由貿易体制の維持・強化を　l
i積極的に進めていくことを　iためには保健・医療・福祉の連携と福祉団体やボランティアグループの自主的
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i目的に開催されました．7　iな活動が一層大切であると述べられています。
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i回目の閣僚会議は来年の秋・i　今年は国際家族年でもあるわけですが、家族や地域の人がお互いに助け合っ

i大阪で行われる予定です。　i
し＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿．1て豊かでほのぼのとした社会を築きたいものです。

基礎年金

（国民年金）

A
　
厚
生
．
年
金
に
加
入
し
て
い
る
友

人
の
方
は
国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年

金
の
ほ
か
に
、
老
齢
厚
生
年
金
が
受

け
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
話
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
基
礎
的
な

部
分
の
保
障
を
行
う
と
い
う
考
え
に

基
づ
い
て
年
金
額
の
水
準
が
決
め
ら

　
も
っ
と
多
く
の

　
年
金
が

　
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
？
’

Q
　
俺
は
将
来
、
年
金
を
も
ら
う
時

の
質
問
な
ん
だ
が
…
。

　
こ
の
間
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て

い
る
佐
藤
と
酒
を
飲
ん
だ
ん
だ
が
、

そ
の
時
に
将
来
、
も
ら
う
年
金
額
の

話
に
な
っ
た
ん
だ
よ
。

　
佐
藤
は
厚
生
年
金
だ
か
に
は
い
っ

て
い
る
ら
し
く
て
、
俺
よ
り
も
た
く

さ
ん
年
金
が
も
ら
え
る
っ
て
自
慢
し

て
よ
う
。
俺
は
悔
し
く
っ
て
、
　
「
俺

だ
っ
て
、
た
く
さ
ん
年
金
を
も
ら
っ

て
や
ら
あ
い
！
」
っ
て
タ
ン
カ
き
っ

ち
ま
っ
た
ん
さ
。

な
あ
、
も
っ
と
年
金
く
れ
ね
え
か
？

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
あ
な
た
の

よ
う
な
自
営
業
の
人
な
ど
で
、
よ
り

高
額
な
年
金
を
受
け
た
い
と
希
望
す

る
人
の
た
め
に
、
国
民
年
金
基
金
制

度
が
も
う
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
加
入
員
に
老
齢
基

礎
年
金
の
上
乗
せ
の
年
金
を
支
給
し

て
、
老
後
の
所
得
保
障
の
充
実
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
加
入
は
第
一
号
被
保
険
者

に
限
り
ま
す
。
給
付
は
終
身
年
金
が

主
体
で
す
が
、
一
定
期
間
だ
け
受
け

取
る
確
定
年
金
と
の
組
み
合
わ
せ
も

あ
り
ま
す
の
で
、
加
入
す
る
人
は
こ

れ
ら
の
給
付
の
型
を
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
掛
金
は
、
選
択
す
る
給
付
の
型
や

加
入
口
数
と
、
加
入
し
た
時
の
年
齢

に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
月
々
の
掛

金
が
六
八
、
○
○
○
円
以
内
の
範
囲

で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
掛
金
は

全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
、
税
金
の
面
で
も
優
遇
さ
れ
ま
す
．
9
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新
潟
県
母
子
保
健
推
進
員
協
議
会
か
ら

　
　
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　
＋
一
月
一
日
、

館
に
お
い
て
池
之
畑
の
山
賀
千
恵
子

さ
ん
（
こ
う
じ
や
）
は
、
新
潟
県
母

子
保
健
推
進
協
議
会
長
よ
り
長
年
に

わ
た
る
熱
心
な
母
子
保
健
推
進
員
活

動
と
協
議
会
の
発
展
に
貢
献
し
た
実

績
に
対
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
池
之
畑

新
潟
市
の
県
民
会

　
松
代
町
農
業
賞
は
農
業
経
営
の
近

代
化
を
目
指
し
、
か
つ
そ
の
活
動
が

他
の
模
範
と
な
る
優
秀
な
個
人
・
団

体
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
の

農
業
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
個
人
の
部
で
、
田
沢
の

高
橋
了
一
さ
ん
と
海
老
の
中
島
信
吉

さ
ん
が
選
ば
れ
、
十
一
月
三
日
、
J

A
し
ぶ
み
の
農
業
祭
会
場
で
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
高
橋
了
一
さ
ん
は
、
水
稲
と
複
合

部
門
の
夏
秋
ナ
ス
、
及
び
し
め
縄
加

工
を
組
み
合
わ
せ
た
営
農
体
系
を
確

立
し
、
出
稼
ぎ
に
頼
ら
な
い
農
業
経

営
を
進
め
て
い
ま
す
。
水
稲
は
、
基

盤
整
備
を
早
く
か
ら
取
り
組
み
機
械

高
橋
了
　
さ
ん

中
島
信
吉
さ
ん

　
　
山
賀
千
恵
子
さ
ん

　
山
賀
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
二
年
の

四
月
か
ら
母
子
保
健
推
進
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
く
広
報
五
十

三
年
五
月
号
保
健
衛
生
シ
リ
ト
ズ
で

紹
介
）
が
、
出
生
数
・
乳
幼
児
が
多

い
時
期
に
各
種
予
防
接
種
の
通
知
の

配
布
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

（
田
沢
・
あ
ら
や
し
き
）

（
海
老
・
上

▲高橋了一就夫妻

化
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
と
労
力
の
軽

減
を
図
り
、
作
業
受
託
を
増
や
す
な

ど
、
地
域
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
経
営
感
覚
に
優
れ

生
産
費
調
査
に
の
っ
と
っ
た
営
農
改

善
を
志
し
、
農
業
に
対
す
る
姿
勢
は

常
に
前
向
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
個
人

的
な
信
望
も
厚
く
、
地
域
の
振
興
に

も
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郁

牛
首
）
　
　
“

　
ま
た
、
中
島
信
吉
さ
ん
は
海
老
の

生
産
条
件
の
恵
ま
れ
な
い
中
で
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
多
様
な
取
り
組

み
に
よ
る
年
間
就
労
を
考
え
た
複
合

経
営
を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
稲

と
夏
秋
ナ
ス
、
及
び
青
刈
り
稲
を
活

用
し
た
し
め
縄
加
工
を
中
心
に
、
地

域
の
先
導
的
な
営
農
を
進
め
ら
れ
、

特
に
地
域
の
「
し
め
縄
加
工
組
合
」

▼中島信吉就夫妻

で
健
康
に
対
す
る
情
報
を
提
供
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
三
年
か
ら
は
保
健
衛
生

推
進
員
と
名
称
も
変
わ
り
、
母
子
だ

け
で
な
く
、
成
人
、
老
人
も
含
め
た

幅
広
い
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

受
賞
を
機
会
に
、
更
に
地
域
の
保
健

衛
生
行
政
の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

表
彰

さ
れ
ま
し
た

　
　
で
は
そ
の
中
心
と
な
っ
て
生
産
拡
大

　
　
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
生
産
基

　
　
盤
の
整
備
を
進
め
、
規
模
拡
大
を
図

　
　
る
と
共
に
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

　
　
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
現
在
、
松
代
町
で
は
十
年
後
を
目

　
　
標
と
し
た
地
域
営
農
計
画
を
作
成
中

　
　
で
す
。
今
回
受
賞
の
お
二
人
は
、
営

　
　
農
計
画
目
標
に
近
い
実
績
と
の
こ
と
。

　
　
　
中
山
間
地
と
い
う
農
業
条
件
に
は

　
　
厳
し
い
状
況
も
あ
り
ま
す
が
、
反
面

　
　
平
場
に
は
な
い
特
性
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
受
賞
の
お
二
人
と
、
み
な
さ
ま
の

　
　
創
意
工
夫
に
よ
り
、
地
域
の
特
性
を

　
　
生
か
し
た
農
業
形
態
が
確
立
し
、
松

　
　
代
町
農
業
の
発
展
と
地
域
の
更
な
る

　
　
活
性
化
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

な
べ
た
ち
や
ま

鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル

最

前
　
線

十
一
月
十
日

▲あと53mです

三
歳
六
ケ
月
児

千太小松松
　　荒
年平戸代代

松
澤
航

樋
口
琢
磨

富
澤
岳

武
田
美
輝

武
田
亜
也

俊篤石彰明
彦　一　男

四

歳

1日

ノし

犬犬松松

伏伏代代

山小中関
本嶋村谷
昌な江健
志つ美太
　み香

道満義則
雄　隆雄
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剣道

剣
道
連
盟
創
立
2
5
周
年
記
念

第
8
回
松
代
少
年
剣
道
大
会
開
催

　
昭
和
四
十
四
年
に
創
立
さ
れ
た
松

代
剣
道
連
盟
が
今
年
で
二
十
五
周
年

を
迎
え
た
の
を
記
念
し
て
、
八
回
目

を
数
え
る
松
代
少
年
剣
道
大
会
が
、

十
一
月
六
日
、
総
合
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
十
日
町
市
、
中
魚
沼
郡

及
び
当
郡
内
か
ら
百
五
十
四
名
の
少

年
剣
士
た
ち
が
出
場
し
、
団
体
戦
や

個
人
戦
に
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

▲「ドウ」が入って一本！ノ

　
大
会
終
了
後
に
は
祝
賀
会
が
割
烹

あ
ず
ま
で
催
さ
れ
、
安
塚
警
察
署
長

や
、
公
民
館
長
、
松
代
小
中
学
校
長

町
外
の
剣
友
会
長
他
多
数
の
ご
臨
席

の
も
と
、
盛
会
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
剣
道
の
普
及
と
、
青
少
年

健
全
育
成
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
、
関
谷
甲
子
夫
氏
と
高
橋
芳
平
氏

に
記
念
品
と
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
大
会
の
結
果
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
昭
和
六
十
年
か
ら
松
代
町
の
教
育

委
員
長
を
務
め
て
お
ら
れ
る
関
谷
力

さ
ん
（
松
代
・
せ
き
や
）

八
日
、
新
潟
会
館
に
お
い
て
教
育
功

労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

松
代
町
教
育
委
員
長

関
谷
力
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
谷
さ
ん
は
昭
和
二
十
八
年
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
一
年
間
、
学
校
医
と
し
て
児
童

　
　
　
が
十
一
月
　
　
　
生
徒
や
教
職
員
の
健
康
管
理
に
配
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
側
面
か
ら
学
校
教
育
を
支
援
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

教
育
功
労
者
表
彰

　
ま
た
、
昭
和
五
十
三
年
か
ら
は
教

育
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
五
十
四

年
に
統
合
中
学
校
の
新
築
・
開
校
、

室
野
小
・
峠
小
の
統
合
と
奴
奈
川
小

学
校
の
新
築
・
開
校
な
ど
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
昭
和
六
十
年
か
ら
は
教

育
委
員
長
に
就
任
さ
れ
、
下
山
分
校

を
松
代
小
学
校
に
統
合
し
た
の
を
初

め
、
平
成
四
、
五
年
度
で
山
平
地
区

の
各
小
学
校
、
本
年
度
は
蓬
平
小
学

校
、
及
び
菅
刈
分
校
を
松
代
小
学
校

に
統
合
、
そ
の
他
、
滝
沢
分
校
、
海

老
分
校
を
孟
地
小
学
校
に
吸
収
統
合

し
、
複
式
教
育
な
ど
小
規
模
校
教
育

の
弊
害
解
消
に
奔
走
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
正
医
院
の
内
科
医
と
し
て
も
多

忙
な
日
々
の
関
谷
さ
ん
で
す
が
、
健

康
に
留
意
さ
れ
、
今
後
益
々
の
ご
活

躍
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
高
学
年
団
体
戦

優
勝
　
松
代
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
先
鋒
　
宮
沢
秀
志
（
松
代
大
門
）

　
中
堅
　
柳
　
貴
士
（
犬
伏
林
年
）

　
大
将
　
関
谷
　
俊
（
松
代
権
年
）

小
学
校
五
・
六
年
生
個
人
戦

優
勝
　
関
谷
　
俊
（
松
代
権
年
）

三
位
　
柳
　
貴
士
（
犬
伏
林
年
）

◎
郡
市
剣
道
大
会

　
　
十
一
月
三
日
　
川
西
町
体
育
館

小
学
校
高
学
年
団
体
戦

二
位
　
松
代
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

大副中次先
将将堅鋒鋒

宮
沢
秀
志
（
松
代
大
門
）

柳
　
貴
士
（
犬
伏
林
年
）

関
谷
　
俊
（
松
代
権
年
）

大
野
正
博
（
千
年
大
野
）

斉
木
由
輔
（
松
代
原
桶
屋
）

賞

◎
修
練
館
少
年
剣
道
大
会
『

　
十
一
月
二
十
日
　
浦
川
原
体
育
館

小
学
校
高
学
年
団
体
戦

三
位
　
松
代
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
宮
沢
秀
志
・
柳
貴
士
・
関
谷
俊
）

小
学
校
三
年
生
個
人
戦

三
位
　
斉
木
真
也
（
松
代
原
桶
屋
）

小
学
校
六
年
生
個
人
戦

三二優
位位勝

砿ら／

　！

宮
沢
秀
志

柳
　
貴
士

関
谷
　
俊

ヴ

（
松
代
大
門
）

（
犬
伏
林
年
）

（
松
代
権
年
）

▼こんなのが

いっぱいありました

▲10月1旧　さつまいも掘り

11



脳
を
使
っ
て

　
　
　
日
本
一
の
町
お
こ
し

O
、

松
代
町
で
も
冬
の
陣
、

ス
キ
ー
場
、
食
料
品
、

私
は
、

　
　
、
そ
の
細
胞
は
、

　
　
　
ご
　
　
、

　
只
今
　
全
国
町
お
こ
し
に
懸
命
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
芝
峠

温
泉
、
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の

他
種
々
さ
ま
ざ
ま
工
夫
さ
れ
大
変
嬉

し
い
。
　
　
　
前
頭
葉
と
い
う
脳
を

使
っ
て
の
町
お
こ
し
だ
。

　
人
間
に
は
、
前
頭
葉
と
い
う
考
え

る
脳
が
あ
り
　
　
　
　
　
　
約
＋

四
億
本
も
あ
る
力
　
普
通
の
人
で
そ

の
中
の
八
本
、
頭
を
使
う
人
で
十
二

本
し
か
使
っ
て
い
な
い
と
い
わ
れ
て

い
る
。

「
人
間
は
、
頭
を
使
え
ば
使
う
程
良

く
な
る
」
と
、
こ
と
わ
ざ
通
り
だ
。

　
前
頭
葉
は
、
ダ
メ
ダ
（
不
可
能
）

は
禁
句
で
、
で
き
る
こ
と
だ
け
を
思

う
こ
と
が
前
進
で
あ
る
。

　
松
代
町
の
み
な
さ
ん
方
全
員
が
参

加
を
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
元
か
。

東
京
松
代
幹
事
長

関

　
町
民
五
千
人
×
十
四
億
本

　
“
前
頭
葉
の
細
胞
（
考
え
る
力
）

一
、
各
集
落
ご
と
に
。

一
、
各
種
の
会
に
。

一
、
男
性
ご
と
に
、
女
性
ご
と
に
。

と
ア
イ
デ
ア
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

リ
ー
ダ
ー
が
ま
と
め
、
集
会
で
検
討

し
、
専
売
特
許
の
出
願
を
す
る
。

　
こ
こ
ま
で
言
う
と
、
　
『
ス
ッ
ケ
ナ

事
ヲ
言
ッ
タ
ッ
テ
、
オ
ラ
ミ
テ
ン
ガ

ガ
・
・
』
と
考
え
た
ら
も
う
終
わ
り
。

　
化
学
調
味
料
の
味
の
素
は
、
専
売

特
許
で
あ
っ
た
が
、
特
許
が
切
れ
て

い
ろ
い
ろ
な
調
味
料
が
出
て
き
た
。

競
争
相
手
が
増
え
た
の
で
、
前
よ
り

売
れ
な
く
て
困
っ
た
。
そ
こ
で
全
社

員
に
、
も
っ
と
味
の
素
が
売
れ
る
方

法
は
な
い
も
の
か
と
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
掃
除
の
お
ば
さ
ん

が
「
味
の
素
の
蓋
に
穴
を
大
き
く
開

け
た
ら
ド
ー
ッ
と
出
て
た
く
さ
ん
使

　
　
谷
　
　
孝

う
」
と
提
案
し
、
大
成
功
し
た
話
は

あ
ま
り
に
も
有
名
だ
。

　
『
松
代
町
に
し
か
製
造
が
で
き
な

い
商
品
開
発
』
み
ん
な
で
考
え
て
松

代
町
の
地
場
産
業
、
町
お
こ
し
に
役

立
て
て
工
場
を
新
設
し
、
従
業
員
を

募
集
す
る
。

　
町
の
人
口
が
増
え
、
町
に
銀
行
が

増
え
て
、
過
疎
化
を
回
復
す
る
程
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
考
す
る
。

東
京
松
代
会

釣
り
ク
ラ
、
7
発
足
！

　
こ
の
程
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
り
『
釣
り
ク
ラ
ブ
』
が

発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
十
六
日
ω
、
草
加
市
の

関
谷
孝
宅
で
釣
天
狗
の
み
な
さ
ま
と

大
別
し
て
左
記
の
と
お
り
年
間
行
事

を
語
り
合
い
ま
し
た
。

・
渓
流
釣
り
・
沼
池
釣
り
・
磯
釣
り

・
船
釣
り
な
ど
。
入
会
ご
希
望
の
方

　
は
、
草
加
市
金
明
町
八
〇
六
ー
一

　
　
　
　
　
　
　
　
関
谷
孝
ま
で
．

（
個
〇
四
八
九
－
四
三
ー
七
三
七
六
）

、』7、捌、』7v卿』膨、㎜、』r、耀、』㎜、』7、卿、齢、』㎜、』い〃解、』㎜、』M脇』ハ灘、』㎜、』匿、伽、』7、耀、』㎜、』1㎜…7㎜魍7、灘凋㎜、』い朔一㎜、』M雌』7、耀、』7〉吻、』M解、』7、耀、』㎜、』7、㎜、㎜、』い耀、』㎜、』㎜、』い㎜、』㎜、』㎜、』防耀、』■M脇』黙耀、』㎜、』㎜、』1四齢』㎜、飛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　象
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ノ
§
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』
■
≦
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．
』
■
≦
’
』
■
≦
．
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暴
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リ
ミ
．
’
リ
ミ
、
一
り
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期　日　平成7年1月22日（日）

　　　　午前11：30～午後2：00
会　場　東急ゴールデン・ホール（J　R渋谷駅前）

会費男性8，000円
　　　　女性　7，000円

　　　※松寿大学よ聖）モチ米2俵を10月の「たっし

　　　　ょだ会」で戴きました。ご出席の方に、も

　　　　れなく松代産のおモチを差し上げますので

　　　　お誘い合わせの上、多数ご参加ください。

会員数　現在　1，009名

特　典　①松代町役場発行の「広報まつだい」毎月

　　　　　送呈

　　　　②幼馴染との再会、近況交流、情報交換

　　　　③会報、住所録の取得

　　　　④新年会、旅行、シンポジウム、集会など

　　　　　の実施

　　　　⑤郷里松代町との交流

お問い合わせとお串込先
※山平地区山岸忠次郎副会長は、病気療養のため、高橋長松氏と替りました。

松代地区 市川　昭二 0　3－　3　9　9　9－3　0　0　1 伊沢地区 佐藤　正則 0　3－3　3　8　2－0　2　1　1

〃 鈴木佐一郎 0　3－3　9　2　4－6　8　1　4 山平地区 高橋　長松 0　4　8　9－2　2－2　9　7　5

峰方地区 秋山佐久代 0　3－3　8　9　8－8　5　3　4 〃 武田　晃平 0　4　8　6－8　4－5　8　7　1

〃 若井　謙一 0　3－3　7　1　8－　1　0　2　1 奴奈川地区 牧田　嘉正 0　3－3　6　7　8－0　3　6　0

伊沢地区 石田　龍作 0　3－3　8　7　9－0　4　0　4 〃 佐藤　繁夫 0　3－3　9　2　3－0　9　6　9
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露鴛
短
歌
未
明
の
星

　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

川
沿
い
の
緑
や
さ
し
き
田
園
に
大
型

店
の
立
ち
は
だ
か
り
ぬ

暑
か
り
し
夏
の
悪
夢
の
さ
め
や
ら
で

深
ま
る
秋
に
君
若
く
逝
く

日
焼
け
田
の
掻
か
れ
し
水
の
澄
み
冴

え
て
向
い
の
山
の
紅
葉
映
す

咬
々
と
照
り
わ
た
り
た
る
月
落
ち
て

未
明
の
星
は
大
き
く
冴
え
ぬ

幹
黒
く
時
雨
に
濡
れ
し
雑
木
々
の
半

ば
落
葉
す
山
峡
の
村

h　ン1
　’レ
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し
ぶ
み
句
会

小
春
日
や
ペ
ン
キ
塗
り
替
え
リ
フ
ト

駅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

風
が
来
て
風
が
さ
わ
ぐ
よ
花
す
す
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

町
挙
げ
て
農
業
祭
や
文
化
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ぶ
じ
ら
み

座
布
団
に
残
し
て
去
り
し
薮
郵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

　
　
　
　
　
　
　
は
じ

ス
ト
ー
ブ
の
使
い
初
め
と
い
う
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

孫
の
手
の
暖
か
き
か
な
七
五
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

柿
一
つ
持
ち
渋
抜
き
を
教
え
居
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

長
き
夜
や
季
寄
せ
を
又
も
読
み
返
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

　
　
　
　
へ
ち
ま

二
尺
余
の
糸
瓜
を
紐
で
支
え
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
く

糸
通
す
指
に
秋
日
の
温
か
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

赤
と
ん
ぼ
遊
ば
せ
て
い
る
句
碑
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

鉄
道
に
夢
の
シ
ン
ボ
ル
秋
高
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

白
露
が
も
や
に
変
り
し
畔
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
　
泉

紫
の
け
む
り
の
中
に
里
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
子

冠
雪
の
富
士
連
山
を
従
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
代

　
　
蒲
生
句
会

　
　
　
　
　
ひ

中
庭
に
も
う
陽
の
さ
さ
ぬ
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

ま
だ
家
号
も
た
ぬ
一
戸
や
村
小
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

と
こ
　
ろ

野
老
む
く
日
向
み
つ
け
し
嫁
姑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

マ
ル
メ
ロ
の
こ
ろ
ん
と
落
ち
て
井
戸

の
は
た
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

冬
桜
出
稼
ぎ
バ
ス
を
見
送
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

湯
豆
腐
や
歯
ご
た
え
も
な
く
た
ず
熱

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

食
材
に
隣
同
士
の
秋
刀
魚
焼
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
葉

ん
融

嚇
麟
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5
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Q
簿

　
園
芸
、
繍
瀟
メ
モ

　
　
ム
曇
鞭
幸
キ
誰
雛
串
轟
灘

　
　
　
　
　
｛
タ
灘
膨
ツ
ラ
科
》

　
な
ん
と
い
う
良
い
名
を
頂
戴
し
た

植
物
で
あ
ろ
う
。
源
氏
物
語
の
作
者

と
同
名
と
は
、
植
物
名
利
に
尽
き
る

と
い
う
も
の
。
な
お
「
シ
キ
ブ
」
と

は
、
重
な
り
合
っ
て
つ
く
実
の
状
態

を
い
う
。

　
成
育
地
は
、
山
足
、
平
地
な
ど
の

薮
の
中
や
林
下
に
多
く
育
つ
。
六
～

七
月
頃
よ
り
花
が
咲
き
、
秋
に
紫
色

で
長
さ
四
～
五
粍
位
い
の
球
形
の
実

を
つ
け
非
常
に
美
し
い
。

圏
　
　
　
　
出
題
　
十
段
　
武
宮
正
樹

　
　
黒
先
生
き
・
7
手
ま
で

　
●
ヒ
ン
ト
…
セ
キ
ね
ら
い
。

　
　
3
分
で
1
級
、
2
分
以
内
で
有
段

　
　
者
。
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響
　　　りよう
関谷綾くん

　　5歳

松代ゆうきや

　　き　み　こ
高橋貴美子さん

　　5歳

莇平ひめきや

　　せいいち　中澤成一くん

　　5歳
木和田原　へいだ．

　　さ　ち
関谷沙智さん

　5歳
松代　じぜん

　　　はるひこ
五十嵐春彦くん

　　4歳
松代　ドライブイン

i警繕継蟹篠麓雛盤募業

　この講座は、技能士をめざし

て生産現場で働く方々が技能の

裏づけとなる専門的知識を系統

的に広く学習するための通信講

座です。

　また、仕事上での不安や疑問

を解決したり、新しい仕事に対

応するためにも役立ちますし、

事業主の方が社内の教育訓練と

して利用することもできます。

《募集訓練科》

1級　機械加工科、仕上げ科、

　板金科、配管科、機械・プラ

　ント製図科、建築大工科、機

　械検査科、建設機械整備科

2級　機械加工科、仕上げ科、

　板金科、鋳造科、塗装科、配

　管科、金属熱処理科、鉄工科、

　電気機器組立科、機械・プラ

　ント製図科、機械検査科、電

　気めっき科、木型製作科、建

　具製作科、印刷科、広告美術

　仕上げ科、建築大工科、ブロ

　ック建築科、左官科、かわら

　ぶき科、金属プレス加工科、

　建設機械整備科

《受講資格》実務経験のある方

《受講期問》標準　1年

《受講料》　平成7年1月から

　1級8，350円　2級6，270円
《特典》修了者は、技能検定の

学科試験が免除されます。また

講座を修了することにより、生

涯能力開発給付金、中高年齢労

働者等受講奨励金の支給対象に

なります。

《問い合わせ先》

ポリテクセンター新潟

〒943長岡市住吉3－1－1
TELO258－37－0450　FAX33－2422

鴨

準備はOK！ノ
　松代ファミリースキー場
　　　　　　　　　騰鐙F　瓢矧騨
　　　　　　、瞬饗・掌　難
　　　　　　　　　　　　　　　　開礁

　　　　　　　毒　．　　　　　蕪　　　　　，　’　　．　　　　　　　警　　暴

　　　　　　　　　　　　讐
　難　　’

解
　
転

隷
瀟
・

磯

饗轟
　
撫

　
善

　
　
塑

DATA
●コース総面積
　■　●　●　O　O　●　●　●　●　●　●　O　●　●　●　●　O　O

●最長滑走距離
　●　●　●　●　0　●　●　●　●　●　●　O　O　●　●　●　●　●

……3．lha

……750m

幽

．
纐
嘆

　
　
講
　
階
．

　
　
　
　
　
　
　
盛

ひ
』

　
　
｝
蓋
■

　
〆
　
『
、
編
藤
聖
菰

●標高差
　●　O　O　O　●　●　●　0　●　●　■　■　●　O

●最大斜度
　●　■　●　●　●　O　O　●　●　■　O　●　O　●

●コース数
　0　●　●　O　●　●　●　O　●　■　●　●　●　●

……一109m

………・…18度

…・………2本

■SAL公認松代スキー学校（驚署襲1旨導員たちが親切丁寧に）

　　　　　　TELO2559－7－3929
．■駐車場全日無料（普通車80台収容）

■営業期間 12月中旬～4月上旬

ロ営業時關 デイタイムAM9＝00～PM5＝00

ナイターPM6＝00～PM9：00

■スノーボー総 一部滑走可能
　（ただし、ゲレンデ混雑度による）

■リフト料金 1回券￥150、　回数券￥1，500
半日券（午前、午後）￥1，800
1日券￥2，500、　ナイター券￥1，000

■レンタルスキー 一式￥2，500
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新潟職業能力開発
　　短期大学校
　　平成7年度学生募集

【募集科・定員等】

　　生産技術科　制御技術科

　　電子技術科　住居環境科

　　情報処理科　　各20名

※いずれの科も修業年限は2年

で男女不問。定員には推薦によ

る入学予定者を含む。

【応募資格】学校教育法による

高等学校を卒業した者（平成7

年3月卒業見込の者を含む）
【願書受付期間】

　平成7年1月9日～1月27日
　　　　　〈期間内消印有効＞

【試験日】

　　平成7年2月7日（火）

【試験科目】数学（数学1及び

　基礎解析）・英語（英語1）

【試験日】新発田市・長岡市・

酒田市・魚津市・富山市・金沢

市・福井市・石川県穴水町

【受験料】　　16，000円

【学校案内・学生募集要項等の

請求や問い合わせ】新潟職業能

力開発短期大学校　学務課

〒957新発田市新富町1－7－21

TELO254－23－2168　FAX23－2169

　　電話番号等のお知らせ

ふるさと会館下EL7－3000

　　　　　　EAX7－2300
食事処P常審」丁蓬し7－39総

芝騨温泉「峰」TEL7－3939

　　　　　　FAX7－392β
ほのぼ！の園　　丁ピL7－3700

　　　　　　F蓋X7－3985
ファ嚢1棄一スキー場　7「E：L7－3330

　　　　　　EAX7一一333糞

15

　平成7年4月1日よ｝）雇用保

険制度が大幅に改正されます。

　この改正の目的は、今後の急

速な高齢化や女性の職場進出の

進展等に対応し、円滑な職業生

活の継続を援助、促進するため

新しい給付制度の創設を含む改

善を行ったものです。

＼
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ノ
，
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ニ
’
ブ
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1．高年齢雇用継続給付の創設

　60歳時点に比して、賃金額

が85％未満に低下した状態で

雇用を継続する60歳以上65歳

未満の被保険者に対し、60歳

以後の賃金の25％相当額が支

給されます。

　なお、施行日（平成7年4

月1日）に60歳以上65歳未満

の方は施行日を基準にした賃

金の比較となン）ます。

2．育児休業給付の創設

　　1歳未満の子を養育するた

め育児休業を取得した被保険

者に対し、休業前賃金の25％

相当額が支給されます。

3．一般休職者給付についても

失業中の生活の安定、再就職

の促進のため、高年齢者の給

付を中心に改善されました。

　詳しいことは最寄『）のハロ

ーワーク（公共職業安定所）

までお問い合わせ下さい。

ご存じですか

検察審査会
　みなさんの周囲でも、交通事

故、詐欺、おどしなどの被害に

遭って、警察や検察庁に訴えた

が、その事件を裁判にかけてく

れない（これを「不起訴処分」

といいます）ので、どうも納得

できない、こんなご不満をお持

ちの方はいませんか。

　泣き寝入ン）しないで、下記検．

察審査会事務局に遠慮なくご相

談ください。

　検察審査会は、選挙権を有す

る国民の中から「くじ」で選ば

れた11人の審査員が国民を代表

し、住民として健全な良識に従

って検察官の不起訴処分を調べ

直してくれる民主的な国の機関
です。

　審査の申し立てには費用は一

切かかセ）ませんから、お気軽に

ご利用ください。

高田検察審査会事務局

　上越市大手町1－26

　新潟地方裁判所高田支部構内

　TELO255－24－5160

①事件の発生 ②警察の調べ ③検察庁 ④不起訴

　　　。』ウソの弁鰐
綾女、し、9なり

矯び出したん

、

δ　
　
‘

翼

轟
U

曇囎．
　　塾　、心　　　　　ら　　ん　検婆甘
　　　！
　　、　　　　　ノ　　　　　　し

⑤申立て ⑥審査 ⑦議決 ⑧判決

なるほど不趨蔀は

ぐでき場

◎

　轡査員
（有権者から量ばれる）

裁割長

㊥



　
　
　
　
散
歩
が
て
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る

⑳
灘

さ
と
会
館

池田幸子1さん
　（田野倉・ぜんぱち）

　
今
年
も
早
い
も
の
で
、
も
う
十
二

月
で
す
。
み
な
さ
ん
、
年
末
の
あ
わ

た
だ
し
さ
を
感
じ
て
い
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
、
今
年
の
六
月
に
松
代
町
に

戻
り
、
今
は
ふ
る
さ
と
会
館
の
特
産

品
売
り
場
に
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
高
校
卒
業
当
時
は
、

松
代
町
を
離
れ
る
こ
と
し
か
考
え
て

い
な
く
、
東
京
へ
就
職
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
お
盆
や
年
末
年
始
等

の
連
休
に
家
で
の
ん
び
り
す
る
た
め

に
帰
省
す
る
と
い
う
何
年
間
で
し
た
。

こ
ち
ら
に
戻
っ
て
み
る
と
「
こ
ん
な

施
設
が
」
「
こ
ん
な
行
事
が
」
と
、
知

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
改
め
て
松

代
町
の
変
化
を
感
じ
ま
す
。

　
特
に
『
冬
の
陣
』
は
、
冬
の
苦
手

な
私
に
と
っ
て
興
味
深
く
感
じ
ら
れ

ま
す
。
冬
と
い
う
と
、
豪
雪
の
時
の

雪
お
ろ
し
の
大
変
さ
、
交
通
の
不
便

さ
等
、
ど
う
し
て
も
マ
イ
ナ
ス
の
イ

メ
ー
ジ
し
か
も
て
な
い
私
で
す
が
、

そ
の
雪
を
楽
し
む
こ
と
に
利
用
し
て

い
こ
う
と
す
る
地
域
の
姿
勢
が
感
じ

ら
れ
て
、
そ
う
い
う
気
持
ち
の
持
ち

方
を
し
て
楽
し
く
生
活
で
き
た
ら
と

思
い
ま
す
．

　
松
代
町
の
み
な
さ
ん
、
ふ
る
さ
と

会
館
へ
散
歩
が
て
ら
に
で
も
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。
笑
顔
で
み
な
さ
ん

に
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
心
が

け
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
不
器

用
な
私
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　oこわず
　き　じ　　　な
＊錐子も鳴かずば打たれまい

一言多かったり、無用な発言を

したために災いを招くこと。
　にっけいた　　　　　さいけいあま　　　あ

＊日計足らず歳計余り有り

一日の勘定ではもうけがないよ

うでも、一年間を通じての勘定

ではたくさんのもうけになるよ

うに物事の効果はすぐ表れなく

ても、長い間には出てくること。

　男　　2，403人　　（±O人）

　女2，473人（一3人）
　計4，876人（一3人）
世帯数1，489世帯（＋2世帯）

　出生1人　　死亡5人

　転入9人　　転出8人
　　　（6年11月末日現在）

一人ロの動き一

同翻《》團回
（10月26日～11月25日受付）

　幸せ多い人生を（結婚）

廣野典起・柳　妙子さん

　　　　　　　（菅刈・茂ぜん）

　げんきな良い子に（出生）
　　しょう　た
笛木翔太ちやん政昭・悦子さん

　　　（2男・松代・下町住宅）
　　まさ　き
樋口真生ちやん広栄・康子さん

　　　（長男・松代・九左工門）
　　　あかね
山本　茜ちやん浩一郎・清子さん

　　　　（2女・犬伏・徳ぜん）

　ご冥福を祈ります（死亡）

武田泰雄さん　　　　59歳

　　　　　　　　（千年・芳屋）

柳　仙太郎さん　　　95歳

　　　　　　　（千年・西桶屋）

佐藤栄四郎さん　　’78歳

　　　　　　　　　（室野・澤）

井上キヨイさん　　70歳

　　　　　　　　（寺田・板屋）

山岸　實さん　　　83歳

　　　　　　　（蒲生・えのき）

山岸正元さん　　　　81歳

　　　　　　　（蒲生・おもや）
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▼
「
く
ど
い
て
い
る
暇
が
あ
っ
た
ら
、

も
う
少
し
一
生
懸
命
に
や
っ
て
み
な
さ

い
。
そ
の
後
で
相
談
に
乗
り
ま
し
ょ
う
」

遠
い
昔
、
こ
ん
な
ふ
う
に
何
回
も
注
意

さ
れ
ま
し
た
。
▼
「
く
ど
い
た
っ
て
し

ょ
う
が
な
い
」
今
年
の
異
常
気
象
に
は

ず
い
ぶ
ん
と
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
　
一
年

を
振
り
返
る
と
大
変
な
年
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
な
ど
が

気
が
か
り
で
す
が
、
来
年
こ
そ
い
い
年

で
あ
る
よ
う
に
願
い
た
い
も
の
で
す
。

▼
大
江
健
三
郎
さ
ん
が
ノ
ー
ベ
ル
文
学

賞
を
受
賞
さ
れ
、
貴
乃
花
関
が
横
綱
に

昇
進
。
巨
人
軍
も
西
武
を
倒
し
、
よ
う

や
く
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
心
な
い
中
傷
な
ど
に
も
め
げ
ず
「
く

ど
か
ず
、
く
じ
け
ず
」
練
習
や
ヶ
イ
コ

な
ど
自
己
研
鐙
に
励
ん
だ
結
果
だ
と
思

い
ま
す
。
少
し
は
見
習
う
振
り
を
し
て

来
年
に
つ
な
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
み
な
さ
ん
、
良
い
お
年
を
。
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